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１ 平成 19 年度都市局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 

 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 18年度 

予 算 額 

Ａ  

平成 19年度 

要 求 額 

Ｂ  

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ 

市街地整備部 
９，６２０  

(▲２，６６５) 

９，７５５  

(▲２，８３９) 

１３５  

（▲１７４） 

１．４％  

（▲６．５％） 

建築部 
８５５  

(５２９) 

８４６  

(８４６) 

▲９  

（３１７） 

▲１．１％  

（５９．９％） 

建築指導部 
１０４  

(▲７６) 

１２３  

(▲８７) 

１９  

（▲１１） 

１８．３％ 

（１４．５％） 

     

     

     

合  計 
１０，５７９  

(▲２,２１２) 

１０，７２４  

(▲２，０８０) 

１４５   

（１３２） 

１．４％  

（▲６．０％） 

※（  ）内は一般財源額 
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 【特別会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 18年度 

予 算 額 

Ａ  

平成 19年度 

要 求 額 

Ｂ  

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ 

土地区画整理会

計 

７，０４０ 

 

６，５２８ 

 

▲５１２ 

 

▲７．３％ 

 

団地造成会計 

 

１３２ 

 

 

１２７ 

 

 

▲５ 

 

 

▲３．８％ 
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２ 19 年度予算要求にあたっての基本的考え方 

 １ 魅力と活力あふれるまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 ２ 誰もが安心して暮らせる住まいづくりの支援 

 

 

 

 

 

 

３ 既存公共建築物の維持管理と長寿命化 

 

 

 

 

 

 
 

○ 厳しい財政状況の中、より公共公益性の高い事業を優先し、予算配分の重

点化を図る。 
 
○ 活力に満ちあふれた都市の発展を目指し、調和のとれた良好な市街地整備

を進めるため、都市再開発事業や土地区画整理事業による総合的なまちづく

りを推進する。 

○ 市民に対し、低廉で良質な住宅を提供するため、計画的な公的賃貸住宅の 
整備を推進する。 

 
○ 高齢化社会の進展等に対応し、高齢者や障がい者をはじめ市民が安心して

暮らせるための住宅の普及を促進する。 
 
○ 市民が安全・安心に暮らせる住まいづくりを推進するため、共同住宅や木

造戸建住宅について、耐震化に係る診断・調査等の支援を行う。 

 

○ 「市有建築物の資産管理基本方針」に基づき、市有建築物の計画的な保全

体制への移行を推進するため、「保全計画策定」や「耐震診断」等を柱に、

市有建築物の長寿命化を目指し、計画的な修繕を行うとともにストックマネ

ジメント体制の整備を図る。 
 
○ 市有建築物の整備において、建物の長寿命化に向けた取組を行う。 
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３ 予算要求の重点事項 
 
 

    

 

 

ア 菊水上町地区住環境整備事業（市街地整備部） ９９百万円 

菊水上町地区の住環境と防災性の向上のため、関係部局と調整を図りながら地域住

民とまちづくり勉強会を開催し、進行中の地区内の骨格道路整備に合わせて街区内道

路の整備を行う。   

   イ 東雁来第２地区土地区画整理事業（開発事業部） ４，２２８百万円 

都心部に近い恵まれた環境の中で、「スポーツ・防災・福祉・水と緑」をテーマと

して道路や公園等の整備を行い、心ゆたかで、生きいきとした暮らしの実現を目指し

たまちづくりを行う。（事業期間 Ｈ８～Ｈ２９） 

 

 
 

 

 

ア 既設市営住宅バリアフリー化事業（市街地整備部） ２１４百万円 

既設市営住宅へのエレベーターの設置など、高齢者や障がい者を含めて誰もが安心

して住むことのできる住宅ストックの形成に向けた取組を推進する。 

イ 民間活力の活用による公的住宅供給事業（市街地整備部） ２１０百万円 

低所得者や高齢者が適正な家賃で住むことのできる良質な賃貸住宅を供給するた

め、民間活力を生かした借上市営住宅や高齢者向け優良賃貸住宅の供給を進める。 

   ウ 住まいのプラットフォーム連携事業（市街地整備部） ７百万円 

多様化・複雑化する市民の住まいの課題へ的確に対応するため、各種団体や専門家

などと行政がそれぞれの役割を担いながら協働する場である「住まいのプラットフォ

ーム」に対して、市民への情報提供に必要な支援等を行う。 

   エ 厚別副都心地区まちづくり事業（市街地整備部） ２５百万円 

交通結節点機能を有する厚別副都心地区において、公共交通機関相互の乗継動線の

バリアフリー化を図るため、施設整備等を進める。 

(1) 健やかに暮らせる共生の街さっぽろ 

１ 魅力あふれる地域づくりの推進 

           ４，３２７百万円（４，５２２百万円） 
注：（ ）内は 18 年度予算額 

２ 地域での高齢者・障がい者の自立支援の促進 

           ４５６百万円（３０２百万円） 
注：（ ）内は 18 年度予算額 
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ア ○○○○○調査（○○○○○部）       ,   百万円 
ア 保全計画策定（建築部） ４８百万円 

計画的な保全体制の基礎となる保全計画の整備を進め、市有建築物の適正な維持管

理を図る。 

イ 耐震診断（建築部） １８百万円 

昭和56年以前の旧耐震基準により建築された市有建築物（企業会計所管分を除く）

の耐震診断を実施するとともに、著しく耐震性能が低い建築物について耐震化緊急対

策に基づき、耐震改修の進行管理、技術支援等を行う。 

ウ 市有建築物長寿命化推進事業 （建築部） ７６７百万円 

計画的な保全体制への移行に向け、市有建築物の中からモデルを選定し、修繕を実

施する。また、緊急性の高い施設の改修や修繕を行う。 

 

 

 

 

 

ア ＪＲ篠路駅西第２地区再開発事業（市街地整備部） ４１２百万円 

民間活力を生かして建物・敷地の共同化や、公共施設の整備などを一体的に推進す

る再開発事業を支援・促進する。 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 世界に誇れる環境の街さっぽろ 

１ 地球環境問題への対応と循環型社会の構築 

           ８３３百万円（８４２百万円） 
注：（ ）内は 18 年度予算額 

２ 歩いて暮らせる快適で美しい街の創造 

           ４１２百万円（０円） 
注：（ ）内は 18 年度予算額 
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ア 木造住宅耐震診断補助事業（市街地整備部） １４百万円 

本市の木造戸建住宅のうち、旧耐震基準で建築された一定の要件に該当するものを

対象として、耐震診断に対する支援を行う。 

イ 構造計算支援等事業（建築指導部） １７百万円  

    ・マンション管理組合が行うマンションの構造計算書の調査に対して、一定の要件に

該当するものを対象にその費用の一部を支援する。 
 
・マンション管理組合からの構造関係の専門相談対応業務の強化のために、マンショ

ン関係の相談窓口を持つ（社）北海道マンション管理組合連合会に対して、その相

談対応業務を委託する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(3) その他（都市局独自重点事項） 

１ 住まいの安全・安心の確保 

           ３１百万円（０円） 
注：（ ）内は 18 年度予算額 
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４ 事務事業の見直し等 
(1)事務事業の見直し 
 ◎内部効率 

■一般事務費の節約や効率的な執務による時間外勤務手当等の抑制  

                       ＜ ９百万円＞ 

(2)受益者負担 
 ■市営住宅使用料及び市営住宅駐車場使用料の改定 

  （平成 18年度見直しにおける負担軽減の縮小に伴う収入増） 
      ＜７９百万円＞ 


